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型式 FS - F 400 D 


エフエス 


取扱説贈 

(保証書付を） 




このたびは、本機をお買い巧めいただを、まことに 
ありびとラございます。 

参ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」をよく 
お読みいたださ、正しく使用して < ださい。 

•この 「取扱説明書」は、大切に保管して < ださい。 

参取扱説明書を紛失された場合は、お買いまめの 
販売店にご相談 < ださい。 
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長年ご使用の扇風機の点検を 


•モーターびラなるよ5な異常な音はしていませんか？ 

參焦げ臭いにおいはしてしほせんか？ 

♦モーターび異常に熱くなったりしていませんか？ 

参スイッチを入れたら、ちゃんと羽あは回りますか？ 

•羽根の回転び遅くなったりしてしほせんか？ 

•巧おはちゃんと回ってますか？異常な振動音を出しなびら 
回ってませんか？ 

参電源コードをふれたり巧り曲げたりしたら、動いたり 
動かなかったりすることはあ0ませんか？ 

•スイッチを入れてち、動かない時はありませんか？ 


愛情点検 


口 


し U 上のよラな症状の時は、使用を中止し、故障や 
事故の防止のためおずお買いホめの販売店に 
点検をご相談 < ださい。 
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ち全上のごま意(よく読んで必ずお守りくださし、。) 


♦お使し)になる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機をま全に正しく使用するために、必ずお守りし)ただく 
ことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使し)かたをしたときに生じる危害や損害の程度を;欠の表示で区分し、説明してしなす。 


A 筒埃 ( DANGER ) 

この表示をお視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ危険、または 
乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱し)をすると、人び死じ重傷を負う可能性、または 
乂災の可能性び想定される内容をおしています。 

A ま意に AUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び軽傷を負ラ可能性や物的損害の 
発生び想定される内容をおしています。 


•お守りいただく内容を、;欠の絵表示で区分しています。 



この絵表示は、 r 禁止」されている 
内容です。 

OC 

この絵表示は、必ずしていただく 
r 指示」内容です。 


•説明又中の「お願い」「お知5せ」事項は、本機を誤りな<正しくお使いいただ<ための内容び記載されています。 


么危険 (DANGER) 


♦異常時にげくさい等)は、運転を停止して電源プラグをコンセントか日巧き、お買い巧めの 
販売店にご相談くださし、。 

異常のまま運転を続けると、故障や感電•火災の原因になります。 

また、長年使用された場合、経年劣化により部品に不具合びおこることびありまず。 
その状態で使用を続けますと、事故になるおそれびありまず。定期的に点検を依頼 
して < ださい。お買いまめの販売店にご相談 < ださい。 


電源乃グを巧く 


A 警告 (WARNING) 


参電源は交流1 OOVL ソがで使用しない。 

100 V 政外の電源を使うと、電気部品び過熱したり、火災•感電の 
原因になります。 


♦包装用ポリ袋は幼巧の手の届かなし佩に保管する。 

誤ってかぶったとき窒息し、死 t の原因になります。 




〇 

舰姆咖、ない 
に沛保管ずる 


参羽根、ガード、スタンドべースをつけずに運転しない。 

けびの原因になります。 

モーター軸び回り出し非常に危険です。 


0 

禁止 


参水につけたり、水などをかけたりしない。 

また湿気のをい場所では使用しない。 

水などびかかると、内部に浸水して絶縁劣化による感電•シヨートの 
原因になります。 

水などびかかったら、使用を中止して販売店の点検を受けて < ださい。 



♦電源プラグは、ほこりび付着していないか確認し、ガタつをのない 
ように根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や火災の原因に 
なります。電源プラグにたまったほこりなどは定期的 （1 箇月に1〜2 
回）に掃除をして < ださい。 


































么警告 (WARNING) 

参電源コードや電源プラグを破損ずるよラなことはしない。 

傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、弓 1 っ張ったり、 

重い物を載せたりしない。また、ふずまやドアに挟まない。使用中は、 

結束 y くンドや針金などで束ねたりしない。 

傷んだまま使用すると、感量ショー ト •火災の原因になります。 

^ を 

参モーターカバーのずき間や、可動部のすき間、ガードの中にピンや 
針など金属物等、または指を入れない。 

内部にふれたり、異常加熱して火災や感電•けびの原因になります。 

% 0 

^ 禁止 

参電源プラグの巧を差しにより本機の運転や停止をしない。 ^ 

感電や火災の原因になります。 這 

を 

参安全器のヒューズの代わりに針金や銅線などを使わない。 . 

故障や火災の原因になりまず。 

P を 

参可燃性ガスが発生する場所やたまる場所では使用しない。 芦 

引火して火災の原因になることびあります。 LPC 

\—— 


参本機に巧類や洗たく物等を、のせたり、近くに置かない。 

可動部にからま 0、 事故び発生ずるおそれびあります。 

f 0 

〇 禁止 

•落雷のおそれのあるときは、運転を停止し、電源プラグを 
コンセントか! 5 巧く。 

落雷の程度によっては、故障の原因になりまず。 

電源 乃グ細く 

•改造はしない。また修理技術ち L ソがの人は、絶対に分解したり、修理. 

改造をおこなわない。 

火災•感電•けびの原因にな 0 ます。 

^ 分解禁止 

♦修理は、お買い求めの販売店にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•火災等の原因に 
なりまず。 

. 実施. 
























A 注意 (CAUTION) 

参電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張！ 5 ず、必ず電源プラグを 
持って巧く。 

電源コードを弓 1 っ張って抜くと、電源コードの内部び断線して発熱- 
発火の原因になります。 

1 

心を 

参電源コードや電源プラグび傷んだり、コンセントの差し込みびゆるい 
ときは、使用しない。 

電源コードや電源プラグび異常に発熱し、ミ容けた 0 変形して、感電，ショート 
発火の原因になります。また、コンセントの差し込みびゆるいと感じた 
時は工事業ちに依頼してコンセントを取り替えてください。 

コンセントを交換してち異常に発熱している場合は販売店に修理 
依頼してください。 

滑 

確認 


参 使用時 L ソ外は、電源プラグをコンセントか！ 5 巧く。 

絶縁劣化による感電•漏電火災の原因になります。 ^ 

く 

参 障害物(カーテン等)の周囲や不を定な場所では使用しない。 

転倒し、羽根の破損や故障、けびの原因にな 0 ます。 

攀の 

里 禁止 

参屋夕 1 •で使用しない。 論 

屋内専用です。 ffi 

故障や感電の原因にな 0 まず。 

鳴 

也 _ 

\0 

禁止 

•次の場所では使わない。 _ 

炎の立ち消え、弓 1 火などして火災•感電の原因になります。 ® IX 1 

•ガスレンジや石油スト-ブに直接風をあてなし、。 Y V V 

•雨や水しぶきのかかる所。 **| 卜 

•油、ほこり、金属粉の多い所。 

参 風を長時間、からだにあてない。 麟 

健康を害することびあります。 W 

特に乳幼児、お年寄り、ご病気のちにはごミ主意ください。 W ' 

〇 


3 容 

参 持ち運びするとをは、本体をしっかり持っておこなう。 < 

他の所を持って運んだとき、手をすべらせたりして、落下の原因に 
なります。 

皆 ^^ 

識 ，指示 

参 高さ調節をおこなうときは、本体をしっかり持ってゆっくりとおこなう。 

本体び急に降下し、けびの驅になります。 mm 

指示 

参 高さ調節をおこなった後は、本体とスタンド部び確実に固定されて 
いるか確認する。 H 

パイプの挿入しろびかないと、本体とスタンド部び確実に固定 WW 

でさません。スタンド部び落下し、けびや事故の原因になりまず。 






































A 注意 (CAUTION) 



♦外出ずるときや、温室•飼育室などの人のいない場所では 
使用しない。 を 

予測でさない事故び発生するおそれびあります。 

1 

0 



禁止 

参異常な振動び発生した場合は、使用を中止ずる。 織 

羽根やガードびはずれて部品の落下、けびの原因になります。 戀 

r 

心 

〇 

指示 

♦無理やり首を上下させない。無理やり首を回さない。 

動かなくなったらそれけ上は回したり、上下させないでください。 

無理に動かすと、故障や破損のおそれびあ 0 まず。 

羽根とガードび接触したり、故障、羽根割れの原因になります。 


0 

禁止 

♦ガード締め付けナットとスピンナーは、使用中にゆるまないようにしつかり 
締め付ける。 

締め付けび不充分ですと、ガードと羽根び接触して羽根割れの原因になります。 


〇 

指示 

参ガード固定ネジで前ガードを固定して使用する。 

前ガードびはずれ、けびや事故の原因になります。 


〇 

指示 

参保管するとをは、お子様や器具の操作ち法を知 5 ない人などがふれない巧に 
保管する。 

けびや事故の原因となることびありまず。 


〇 

指示 

参本機を引さず！ 5 ない。 Jth 

床に傷び付く原因になります。 


0 

禁止 

1 深 

绞 













各部のなまス 


ガード U ング 



CpfPiD 



徊包内容 




















































































組み立てかた 


ク 


参羽根、ガード、スタンドべースをつけずに運転しない。 

0 

AI 

寿告 

けびの原因になります。 

モーター軸び回り出し非常に危険です。 

V_ 



禁止 

J 


♦ 

A - r*r 

参高さ調節をおこなうときは、本体をしっかり持ってゆっくりとおこなう。 

本体び急に降下し、けびの原因になります。 

指示 

参ガード締め付けナットとスピンナーは、使用中にゆるまないように 
ぃかり締め付ける。 SB 

締め付けび不充分ですと、ガ-ドと羽根び接触して羽根割れの願に 
なります。 } 旨の 

A 江 后、 

V_ 

参ガード固定ネジで前ガードを固定して使用ずる。 

前ガードびはずれ、けびや事故の原因になりまず。 

指示 




\_ 


♦ 

お知5せ 

V_ 

参包装箱は、保管するとさに必要ですから、捨てないでください。 

参ガードや羽根を取り付けていない状態では、仰俯（上向さ下向さ）角度の調節は 
でさません。モーターカノ（一び上または下を向いてしまラことびあります。 


广本体の組み立てかた） 

© スタンドポールか b スタンド固定ボルトをはずします。 

⑥スタンドべースの凸部 （ 2ヶ所)に、スタンドポールの 
凹部 （ 2ヶ所)をあわせて左もに回しなびら差し込み 
まず。 

③ スタンド部を寝かせて、スタンド固定ボルトを 
時計回りに回し、締め付けてください。 

④ スタンド部を直立させます。 

( D 本体背面の固定ネジを反時計回りに回しゆるめます。 

⑥パイプを本体底面の穴に合わせ、差し込みます。 

@固定ネジを時計回りに回し、本体とパイプを 
固定します。 





















































( T 羽根-ガードの組み立てかた） 

© モーターカノ（一から、スピンナー、保護チューブ、ガード 
締め付けナットをはずしまず。 

(スピンナーは時計回りに回すとモーターシャフトから 
はずすことびでさます。） 

(保護チューブは保管ずる際のモーターシャフトの 
鐘防止になりますので、捨てないでください。） 

②前ガードのク U ップ部分に取り付いているガード固定 
ネジを、プラスドライノ く一で取りはずします。（ガード固定 
ネジは組み立てた最後に使用しまずので、な < さない 
よラに気を付けてください。） 

( D 後ガードの「ガイド穴 A 」 をモーターカノ（一の「突起部 A 」 に 
合わせなびら、後ガードの「ガイド巧日」とモーター 
カノ く一の r 突起部日」を合わせます。 

④ 後ガードびはずれないよラにおさえなびら、ガード締め 
付けナットを時計回りに回して締め付けまず。 

⑤ 羽根の妻側の「凹部」とモーターシャフトに組み付いて 
し、る「回り止めピン」を合せて羽根を差し込みます。 

⑥ 羽根の裏側の「凹部」び確実に r 回り止めピン」にささって 
し、るのを確認してから、スピンナーを反時計回りに回して、 
ゆるみび無いよラに締め付けて<ださい。 

⑦ 後ガードの r 合わせマーク」に前ガードの r フック」を 
合わせます。 

⑥前ガードの全周を巧えなびら上から下へ順番に後ガード 
にはめ込みます。 

(9) 前ガードに付いている r ク U ップ」を後ガードに確実に 
差し込んで<ださい。 


t ーターカバー モーターソヤゾト 





⑩ク U ップ巧にガード固定ネジを通し、プラスドライノ（一で 
後ガードに締め付けます。 


f 合わせマーク 


回り止めピン 


モーターソヤソト 


凹部 


(羽根裏側） 
































































































区'使用方法 


ク 

A 警告 

参羽根、ガード、スタンドべースをつけずに運転しない。 

けびの願に加ます。 r\j 

モーターび回り出し非常に危険でず。 

禁止 

参モーターカ y V ’一のすを間や、可動部のすき間に、ピンや針など金属物等、 

または指を入れない。 r\j 

内部にふれたり、異常加熱して火災や感量けびの原因になります。 

禁止 

参電源プラグの巧き差しにより本機の運転や 
停止をしない。 

感電や火災の原因になります。 


ノ 


y 

A * 全 -r*r 

参電源コードや電源プラグび傷んだり、コンセントの差し込みびゆるい 
ときは、使用しない。 

電源コードや電源プラグび異常に発熱し、ミ容けたり変形して、感電- 
シヨ-卜•発火の原因になります。また、コンセントの差し込みび 
ゆるいと感じた時は工事業者に依頼してコンセントを取り替えて 
<ださい。コンセントを交換してを異常に発熱している場合は販売店に 
修理依頼して < ださい。 

/T\di 忌 

V_ 

参障害物(力ーテン等)の周囲や不を定な場巧では使用しない。 

転倒し、羽根の破損や故障、けびの原因にな0ます。 

禁止 




参 タイマーつまみび「切」の位置にあると、風量調節をおこなってを、運転しません。 


通常は「連続」の位置でご使用 < ださい。 

お知5せ 

参 タイマー時間は目安です。 

参 初めてご使用になるときは、扇風機内部などから、塗料などのにおいび発生ずることび 


ありますび、ご使用にとをない、においび出なくなります。 


参 首振 0 は運転中のみ可能です。 

ノ 































風量調節スイッチ 


参お好みの「風量調節スイッチ」を押して、風量調節してくださし、。 


切スイッチ 


参すベての運転を停止します。 


切タイマーつまみ （最大3時間) 


参「切タイマーつまみ」をお好みの時間に合わせて < ださい。設定 
した時間び経過すると自動的に運転を停止します。 

参切タイマーを短時間(約30分政内）に合わせたとき、切タイマーび 
作動しない場合びありますので、1時間くらいまで回してから 
お好みの時間まで戻して < ださい。 

参「切タイマーつまみ」び「別の位置にあると、「風量調節スイッチ」 
を押してを運転しません。通常は、「連続」の位置にしてご使用 
<ださい。 




切タイマー 
つまみ 



連続 



首振りスイッチ 


参押し込むと首振りをしまず。 
参引上げると停止します。 




































風向さの変えかた 


A 警告 


参モーターカバーや可動部のすき間に、ピンや針などの金属類、または 
指を入れない。 

内部にふれたり、異常過熱して火災や感電、けびの原因になります。 


0 

禁止 


f - 

A け音 

参障害物(力ーテン等)の周囲や不を定な場所では使用しない。 

転倒し、羽根の破損や故障、けびの原因にな0ます。 

禁止 

/! V ± 后、 

\ _ 

参無理やり首を上下させない。無理やり首を回さない。 

動かなくなったらそれじ(上は回したり、上下させないでください。 r\j 

無理に動かずと、故障や破損のおそれびあります。 

禁止 . 


お知5せ 


参風向きを上下に変えるとさに r カチッ」と音びしまず。 

これは角度調節した状態を確実に保持する為の動作音であり異常ではありません。 


■風向さを上下に変える場合 

参運転を停止し、モーターカノ く一とガード部を持って上•下に変えます。 



高さ調節のしかた 


/ 


参羽根、ガード、スタンドべースをつけずに運転しない。 

0 

A 1 

寿告 

けびの原因になります。 

モーター軸び回り出し、非常に危険です。 

\_ 



禁止 

ノ 


✓ - 

A け音 

参高さ調節をおこなうときは、本体をしっかり持ってゆっくりとおこなう。 

本体び急に降下し、けびの驅になります。 

指示 

/! V ± 后、 

参高さ調節をおこなった後は、本体とスタンド部が確実に固定されて 
いるか確認する。 

パイプの挿入しろびかないと、本体とスタンド部び確実に固定 WW 

できません。スタンド部び落下し、けびや事故の原因になりまず。 

> 


参高さを調節する場合は、高さ調節ネジをずこしゆるめて、 
ゆっ < りお好みの高さにしてから、高さ調節ネジを 
しっかり締め付け固定してください。 












































お手入れのしかた 


X- 

A 警告 

参改造はしない。また修理技術ち lu がの人は、絶対に/ 
分解したり、修理•改造をおこなねない。 1 

火災•感電•けびの原因にな 0 まず。 

€ 

^ 分解禁止 

参修理は、お買い求めの販売店にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•火災等の願に SB 

なります。 

実施 

J 


、 

J 

お願い 

お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜さ、けびをしないように手袋を 
はめておこなってください。また、扇風機は、水あらいやシンナー、ベンジンなどで 
掃除しないで < ださい。 


广本体の掃除） 

本体の巧れをめるま湯か中性洗剤を浸した柔らかい巧をかたくしぼってふさ取り、その後、乾いた柔らかい 
巧でからぶさします。（乾いた巧で強 < こずると傷びつさまず。） 


G ガード•羽根の掃除） 


2 . 

3 . 

4 . 
日. 

6 . 


7 . 


ガード固定ネジをプラスドライバーで取りはずします。 

前ガードのク U ップをはずします。 

後ガードをしっかりと持ち、前ガードを手前に引っ張り上げるようにして、 
前ガードをはずしまず。 

時計回りにスピンナーを回してはずしまず。 

羽根を取りはずし、ガード締め付けナットを反時計回りに回すと、 
後ガードびはずれまず。 

めるま湯か中性洗剤を浸した柔らかい布をかたくしぼってふき取り、その後、 
乾いた柔らかい巧でからぶさします。（特に羽根は傷びつさやすいので、 
乾いた巧で強 < こすらないで < ださい。） 

掃除び終わったら I 組み立てかた 1の ( 羽根 • ガードの組み立てかた ) の 

手順に従ってガードと羽根を組み立てます。 




〔電源プラグ、コンセントの掃除） 


1箇月に1〜2回、電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてくださし、。 























簡単な故障 • 異常の見分けかた 


r を状 

原因 

処置 

運転操作をしてち 
羽根び回 5 ない 

参停電していませんか？ 

参停電復帰後に電源プラグを 
コンセントに差し込む。 

参電源プラグびコンセントから抜けていませんか？ 

参電源プラグをコンセントに 
差し込む。 

•「切タイマーつまみ」び「切」の位置になって 
いませんか？ 

参「切タイマーつま别を「切」 
け外の位置に合わせる。 

参羽根とガードび当たっていませんか？ 

参正し < 組み付ける。 

においがずる 

参初めてご使用になるときは、扇風機内部などから、 
塗料などのにおいび発生ずる事びありまずび、 
ご使用にとをないにおいび出なくなります。 


モーターカバ’一び暖かい 

参運転中は、少し熱を帯びますび異常ではありません。 


異音びする 

参羽根はしっかりと固定されていますか？ 

参正し < 組み付ける。 

参ガードはしっかりと固定されていまずか？ 

参正し < 組み付ける。 

参羽根とガードび当たっていませんか？ 

参正し < 組み付ける。 

本体びを定しない 

参傾いた場所に置いて運転していませんか？ 

参安定した水平な場所で 
使用する。 ^ 


上記処置をおこなっても直らなし化きは、お買いまめの販売店にご相談くださし、。 


長年ご使用の扇風機の点検 


参モーターびラなるよラな異常な音はしていませんか？ 

参焦げ臭いにおいはしていませんか？ 

参モーターび異常に熱 < なったりしていませんか？ 

参スイッチを入れたら、ちゃんと羽根は回りますか？ 

参羽根の回転び遅 < なったりしていませんか？ 

参羽根はちゃんと回ってますか？異常な振動音を出しなびら回ってませんか？ 

参電源コードをふれたり巧り巧げたりしたら、動いたり動かなかったりすることはありませんか？ 
参スイッチを入れてを、動かない時はありませんか？ 



/ 

A ごそち 

参使用時 L ソ州ホ、電源プラグをコンセントか5 
巧く。 

絶縁劣化による感電•漏電火災の原因に 
なります。 

が 

く 

/!\/± 忌 

♦保管するときは、お子様や器具の操作方法を知らない人などが 
ふれない前[保管する。 ■■ 

けびや事故の原因となることびありまず。 

指示‘ 


© r お手入れのしかた I にしたがって、手入れをしてください。 

感 お買い求めのとをの包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気のかない所に 
保管してください。 

参包装箱に保管するときは 、 gi み立てかた I と逆の順序でガード、羽根、スタンド 
ベースを本体からはずしてください。 

③取扱説明書は大切に保管してください。 
















































f 電 圧（ V ) 

100 ^ 

周波数 （ Hz ) 

已〇 

60 

消費電力 （ W ) 

41 

46 

回転数 ( rpm ) 

1140 

1180 

風 速 ( m / min ) 

193 

199 

風 量 ( mVmin ) 

已7 

己已 

首振り角度（度） 

己 

D 

コード （ m ) 

1.8 

寸 法 （ mm ) 

幅 4 已 0 X 奥行 400 X 高さ 11 日〇〜 1400 

質 量 （ k 旨） 

6.4 

L 安全装置 

モーター部温度ヒューズ、電流ヒューズ J 


長期使用製品ち全表示制度に基づ < 本体表示について 


【本体への表示内容】 

経年劣化により危害の発生び高まるおそれびあることをミ主意喚起するために、電気用品安全法で 
義務付けられたけ下の内容の表示を本体におこなっています。 


/ 

八 

【製造年】本体に西暦の下 2 巧で表示してあります。 

A 

【設計上の標準使用期間】 6 年 

/!\ 

設計上の標準使用期間を超えて使用されまずと、経年劣化による発火•けび等の事故に至る 

V 

おそれびありまず。 J 


(設計上の標準使用期間とは） 

※運転時間や温湿度など、標準的な使用を件に基づ < 経年劣化に巧して、製造した年からま全上支障な < 使用することびでさる 
標準的な期間です。 

※設計上の標準使用期間は、な証書に記載の無償な証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証するちのでちあ0ません。 


参標準が)な使用条件 J に C 9921-1 及び(社)日本電機工業会自主基準 HD -1 1 6-3 によります。 


環境条件 

電圧 

単相1 00 V 

想定時間等 

1曰あたりの使用時間 

8( h / 日） 

周波数 

已0/白 OHz 

1曰使用回数 

已個/日） 

温度 

30で 

1年間の使用曰数 

110(日/年） 

湿 

6已％ 

スイッチ操作回数 

己己日（回/年） 

設置条件 

標準設置(取扱説明書による） 

首振0運転の割合 

100(%) 

負荷条件 


定格負荷(風速）(取扱説明書による） 



参「経年劣化」とは長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。 

参温度30む、湿度日己％は 、 JIS Z 8703の試験状態を参考としています。 

参設置状況ゃ環境、使用頻度び上記の条件と異なる場合、または、業務用など本来の使用目的1^1外で 
ご使用された場合は、日年より短い期間で経年劣化による火災•けび等の事故に至るおそれびあります。 


Ik 







































保 ME とアフターサービス 


广保証にっいてつ 

参この製品には保証書びっいています。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容を 
ご確認のラえ、大切に保管して < ださい。 

参保証期間はお買い巧めの曰か51年間です。 

保証書の記載内容によりお買いホめの販売店び修理いたします。 

なお、保証期間中でを有料になることびありますので、保証書をよ < お読み < ださい。 

参保証期間経過後の修理にっいては、販売店にご相談ください。 

修理によって機能び維持できる場合は、お客様の要望により修理いたします。費用など詳しいことは 
お買いまめの販売店にご相談 < ださい。 

当社は、販売店からのミ主文により、補修用性能部品を販売店に供給しまず。 

参扇風機の補修用性能部品の保有期間は、製造巧切り後8年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた创こ必要な部品です。 


〔アフターサービスについて） 


♦ 

A 警告 

V_ 

参改造はしない。また修理技術ち lu がの人は、 

絶対に分解したり、修理•改造をおこなわない。 

火災•感電•けびの原因になります。 

〇 分解禁止 

参修理は、お買いボめの販売店にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•火災等の願に 
なります。 

実施 

A 


使用中に異常が生じたときは、直ちに電源プラグを巧を、お買い 
ボめの販売店に修理を依頼してください。 

アフターサービスをお申しつけいただくとをは、ちのことをお知らせ 
<ださい。 


型 式… FS-F 40 0D 
故障状態…できるだけ詳しく 
ごち名•ご住所•お電話き号 


参アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買いまめの販売店または下記の 
お客様相談窓百] にご相談ください。 

参ご贈答、ご転居により、お買いホめの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、前もって 
販売店にご相談<ださい。ご転居先での当社製品取扱店を紹介させていたださます。 


お客様相談窓 □ 


製品についてのお問い合わせ、故障修理のお問い合わせはお買い求めの販売店にご連絡ください。 
販売店にお問い合わせできない場合は、下記の を'客様相談窓 □ I までご連絡ください。 

株式会社 i - ai-s 
フリーコール 0120 - 104-1 54 


■受付時間：平日（月曜〜金曜）：午前9時〜午後已時（± •曰-祝日は除く） 

















トヨトミフ□ア扇風機保証書 


本な証割ま、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。 

お買いずめの日から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買いホめの販売店に修理をご依頼ください。 


型式 FS - F 400 D 保証期間お買い巧め曰より 1 年間 


※お買い巧め曰 


年月日 


※お客様 ご芳名 


様 


^ 1IIII 1-1 1 

□□□ 



ご住所 




-帝 ミ革 

.m 曰古 

( 

) 

] 


(※印欄に記入びない、あるいは購入'ま払いを証明ずるものびない場合は 
無効となりまずから必ずご確認ください。） 


※販売店名•住所•電話番号 


- 9 S をち屋市瑞穂区桃園町 5 ま 17 号 

W ェ、でた L J S 干 4 日 7-08 己已 。〇 班- 822- 1144 


【無料修理規定】 


1 . お買いホめ曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体 
貼付ラベル等のを意書に従った正常な使用状態で故障した 
場合口ま、本書記載内容により、お買いホめの販売店または 
当社び無料修理致します。 

2 . 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日- 
支仏いを証明するちのをご提示のラえ、お買いホめの販売店 
または当社にご依頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いまめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でち、なの場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼付ラベル等のま意書に従わない 
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び損傷。 

に）お買しげめ後の本機の転倒、落下、衝撃等による故障及び 
損傷。 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害による 
故障及び損傷。 

(二） 一般家庭用しソが(例えば、業務用の長時間使用、車両- 
船舶への搭載など)に使用された場合の故障及び損傷。 

(ホ）本書のご提示びない場合。 

(へ）本書にお買いホめ年月曰•お客様名•販売店名の記入の 
ない場合、または字句を書さ替え5れた場合。通信販売等で 
購入され、それを証明する商品の送り状•支払明細書の 
提示びない場合。ネット販売等を利用した個人売買品や 
譲ミ度品、中ち品(再生品)の修理。 

(卜）部品の消耗による部品交換及びメンテナンスの費用。 

已.本書は日本国内においてのみ有効です。 

巨.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に 
な管してください。 


参このな証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束するものです。従ってこのな証書によって、 
保証書を発行している者（な証責任者）、及びそれし U がの 
事業者に巧ずるお客様の法律上の権利を制限ずるちのでは 
あ D ませんので、な証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買いまめの販売店または、当社の I お客様巧 認 M 
までお問い合わせください。 

♦保証期間経過後の修理、補修用性能部品のな有期間について 
詳しくは、取扱説明書の r 保証とアフターサービス」の項を 
ご覧ください。 

•お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後のま全点検活動の 
ために利用させていただ<場合びありますので、ご了承 
<ださい。 


修理メモ 


株式会社 i-ai-s 

ホームページ http://www.toyotomi.jp 

本社；干4曰 7-08 已已 
名古屋市瑞穂区桃園町5番] 7号 
フ U - コール 0] 20-] 04-] 已 4 
TEL 〈〇已2〉 822-1] 44 
FAX 〈〇已2〉 822-2742 
























